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「
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
―
連
帯
が
築
く
も
う
一
つ
の
経
済
体
制
―
」  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

津
田
直
則 

 

１
）
危
機
の
時
代
に
お
け
る
協
同
組
合 

 

現
代
社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
矛
盾
が
積
み
重
な
り
危
機
が
広
が

り
深
ま
っ
て
い
る
時
代
に
あ
る
。
経
済
体
制
の
危
機
、
自
然
環
境
の
危

機
、
人
間
性
の
危
機
な
ど
、
危
機
は
文
明
レ
ベ
ル
の
危
機
に
ま
で
進
行

し
つ
つ
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
米
国
発
の
金
融
危
機
は
国
家
財
政
の
危
機

と
し
て
現
在
も
進
行
し
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
資
本
主
義
経
済
体
制
の

危
機
で
も
あ
る
。
矛
盾
と
危
機
の
原
因
が
資
本
主
義
経
済
体
制
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
と
直
結
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

現
代
資
本
主
義
経
済
体
制
の
矛
盾
は
、
米
国
に
お
け
る
格
差
と
排
除

の
問
題
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
。
米
国
で
は
一
九
九
〇
年
台
か
ら
人

口
の
一
％
の
人
た
ち
が
富
の
大
部
分
を
支
配
し
て
い
る
矛
盾
が
指
摘
さ

れ
て
き
た
が
、
遂
に
二
〇
一
一
年
に
九
九
％
の
人
た
ち
が
立
ち
上
が
り

ウ
オ
ー
ル
街
を
占
拠
し
始
め
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
米

国
の
影
響
を
受
け
て
き
た
日
本
で
も
格
差
社
会
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。

パ
ー
ト
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
な
ど
の
非
正
規
労
働
者
は
三
人
に
一

人
、
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
は
一
一
〇
〇
万
人
に
達
し
、
自
殺
者
が
三

万
人
を
超
え
る
年
が
一
四
年
間
も
続
い
て
い
る
。 

 

資
本
主
義
経
済
体
制
を
形
成
し
て
い
る
の
は
、
新
自
由
主
義
、
利
潤

動
機
、
株
式
会
社
を
代
表
と
し
た
営
利
企
業
、
市
場
機
構
、
競
争
シ
ス

テ
ム
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
資
本
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
形
成
す
る

理
念
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
が
危
機
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
資
本
主
義

は
改
良
し
て
発
展
し
続
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
新
た
な
経
済
体
制

に
道
を
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
か
。
新
た
な
経
済
体
制
に
転
換
す
る
と

し
て
も
そ
の
よ
う
な
経
済
体
制
は
存
在
す
る
の
か
。 

 

現
在
静
か
に
出
番
を
待
っ
て
い
る
の
が
欧
州
の
「
社
会
的
経
済
」

（socia
l econ

om
y

）
で
あ
る
。
社
会
的
経
済
は
、
協
同
組
合
を
中
心

と
し
て
、
共
済
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
日
本
で
のN

P
O

に
あ
た
る
）、

財
団
、
社
会
的
企
業
、
従
業
員
所
有
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
共
通
の
目
的
は
、
個
人
、
家
計
、
家
族
な
ど
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
経
済
活
動
や
公
益
を
重
視
し
た
社
会
的
活
動
を
、参
加
、民
主
主
義
、

連
帯
の
精
神
を
も
っ
て
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
欧
州
レ
ベ
ル
、
国
レ

ベ
ル
、
地
域
レ
ベ
ル
で
活
動
し
て
い
る
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
す
べ
て
地

域
に
あ
る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
社
会
的
経
済

が
始
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

欧
州
の
社
会
的
経
済
を
発
展
さ
せ
る
と
、
資
本
主
義
経
済
体
制
と
は

全
く
異
な
る
経
済
体
制
の
形
成
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
社
会
的

経
済
に
は
、
働
く
者
と
人
間
を
大
切
に
す
る
連
帯
の
理
念
が
基
礎
に
あ

り
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
弱
者
を
支
援
・
救
済
す
る
協
同
組
合

や
社
会
的
企
業
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
１
）
。
経
済
体
制
論
的
に
こ
の

社
会
的
経
済
を
形
成
す
る
理
念
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
を
上
述
し
た
資
本

主
義
経
済
体
制
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
社
会
的
経
済
は
、

自
由
で
は
な
く
連
帯
、
利
潤
動
機
で
は
な
く
参
加
・
民
主
主
義
・
連
帯
・

公
正
な
ど
の
非
営
利
価
値
動
機
、
営
利
企
業
や
株
式
会
社
で
は
な
く
資

本
の
支
配
を
排
除
す
る
非
営
利
組
織
・
企
業
、
競
争
で
は
な
く
協
力
、

排
除
で
は
な
く
共
存
・
共
生
な
ど
を
重
視
す
る
。
ま
さ
に
社
会
的
経
済

は
、
資
本
主
義
経
済
体
制
と
は
根
底
か
ら
異
な
る
経
済
体
制
を
形
成
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
欧
州
の
社
会
的
経
済
は
資
本
主
義
経
済
体
制
に
比
し
て
高

い
効
率
を
実
現
で
き
る
の
か
。
効
率
が
低
い
た
め
に
崩
壊
し
た
共
産
圏

の
計
画
経
済
と
同
様
に
消
滅
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
こ
こ
で
は
社
会

的
経
済
の
中
心
を
形
成
し
て
い
る
協
同
組
合
に
つ
い
て
こ
の
点
を
検
討

し
よ
う
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
協
同
組
合
と
と
も
に
世
界
の

協
同
組
合
の
頂
点
に
立
っ
て
い
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
に
つ
い
て
、

協
同
組
合
価
値
と
効
率
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
こ
の
問
題
を
み
て
い

く
こ
と
に
す
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
こ
の
二
つ
を
実
現
す
る
「
連
帯
」
で

あ
る
。
連
帯
を
重
視
し
て
協
同
組
合
社
会
を
形
成
す
れ
ば
、
い
ず
れ
は

現
在
の
経
済
体
制
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆

す
る
の
が
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
事
例
で
あ
る
。 

 

２ 

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
の
概
要 

 

ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方
を
拠
点
と
す
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合

は
、
製
造
業
、
流
通
業
、
金
融
、
共
済
・
社
会
保
障
、
サ
ー
ビ
ス
、
研

究
・
教
育
な
ど
に
関
す
る
協
同
組
合
一
〇
六
、
子
会
社
約
一
二
九
、
そ

の
他
に
基
金
、
支
援
組
織
、
国
際
サ
ー
ビ
ス
組
織
な
ど
を
含
め
総
計
二

五
〇
の
企
業
・
組
織
の
連
合
体
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン

協
同
組
合
企
業
（M

on
d
ra

g
on

 C
oop

era
tiv

e C
orp

ora
tion

；
以
下

M
C

C

と
略
称
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
第

一
に
家
庭
電
器
製
品
、
自
動
車
関
連
製
品
、
建
設
、
機
械
工
具
、
資
本

設
備
の
製
造
な
ど
か
ら
な
る
工
業
グ
ル
ー
プ
、
第
二
に
エ
ロ
ス
キ
生
協

な
ど
の
流
通
グ
ル
ー
プ
、
第
三
に
労
働
金
庫
を
中
心
と
し
た
金
融
グ
ル

ー
プ
、
第
四
に
研
究
開
発
の
イ
ケ
ル
ラ
ン
、
教
育
機
関
と
し
て
の
モ
ン

ド
ラ
ゴ
ン
大
学
、
幹
部
教
育
を
行
う
オ
タ
ロ
ラ
な
ど
か
ら
な
る
教
育
・

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。 

労
働
者
数
はM

C
C

全
体
で
九
万
三
〇
〇
〇
人
、
ス
ペ
イ
ン
を
除
く

世
界
各
地
の
生
産
工
場
七
三
、
製
造
業
事
業
高
六
五
億
一
〇
〇
〇
万
ユ

ー
ロ
、
流
通
業
界
事
業
高
九
〇
億
七
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
、
資
産
三
三
五

億
ユ
ー
ロ
な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
九
年M

C
C

年
次
報
告
書
に

よ
る
）
。
欧
州
の
経
済
危
機
に
よ
る
ユ
ー
ロ
減
価
の
た
め
に
円
に
換
算

す
る
と
事
業
高
は
減
少
し
て
い
る
が
、
危
機
前
は
製
造
業
、
流
通
業
ど

ち
ら
も
一
兆
円
を
超
え
る
企
業
で
あ
っ
た
。 

 

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
は
、
も
と
も
と
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
と
い
う

山
中
の
小
さ
な
村
で
働
く
青
年
達
を
教
育
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神

父
・
ア
リ
ス
メ
ン
デ
ィ
・
ア
リ
エ
タ
が
、
青
年
達
の
要
望
に
応
え
て
協
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同
組
合
設
立
を
考
え
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。M

C
C

に
は
宗
教
色
は

一
切
無
い
が
、
そ
の
協
同
組
合
シ
ス
テ
ム
の
根
底
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
社

会
思
想
で
あ
る
連
帯
思
想
と
労
働
重
視
の
思
想
が
あ
る
。 

■
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
労
働
者
協
同
組
合 

 
M

C
C

（
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
企
業
）
は
上
述
し
た
よ
う
に
一
〇

六
の
各
種
協
同
組
合
の
連
合
体
で
、
そ
の
傘
下
に
多
数
の
株
式
会
社
を

も
抱
え
て
い
る
多
国
籍
企
業
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
に

E
C

（
欧
州

共
同
市
場
）
へ
の
加
盟
を
契
機
と
し
て
国
際
市
場
で
競
争
に
勝
ち
残
る

た
め
に
拡
大
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
面
も
あ
る
。
し
か
しM

C
C

は

通
常
の
株
主
が
支
配
す
る
株
式
会
社
形
態
の
多
国
籍
企
業
と
は
全
く
異

な
る
企
業
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
協
同
組
合
と
も
異
な
っ
て
い
る
。

M
C

C

は
一
言
で
言
え
ば
労
働
が
資
本
を
支
配
す
る
労
働
者
協
同
組
合

で
あ
る
。
通
常
の
協
同
組
合
は
、
農
協
で
あ
れ
ば
農
民
、
生
協
で
あ
れ

ば
消
費
者
と
い
う
風
に
、
組
合
員
が
単
一
で
同
質
で
あ
る
場
合
が
一
般

で
あ
る
が
、M

C
C

で
は
ど
の
協
同
組
合
で
も
労
働
者
が
必
ず
組
合
員

と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
てM

C
C

で
は
、
農
協
で
あ
ろ
う
が
生
協
で
あ

ろ
う
が
、
協
同
組
合
は
同
時
に
労
働
者
協
同
組
合
で
も
あ
る
。
一
般
に

協
同
組
合
の
組
合
員
は
出
資
金
に
よ
っ
て
協
同
組
合
の
所
有
者
と
な
る

が
、M

C
C

の
労
働
者
組
合
員
の
出
資
金
は
年
収
と
同
じ
く
ら
い
高
額

で
あ
る
た
め
に
、M

C
C

の
資
本
金
の
九
〇
％
以
上
は
労
働
者
の
所
有

に
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
にM

C
C

は
労
働
者
協
同
組
合
と
し
て
の
性
格
が
強
い
協

同
組
合
の
連
合
体
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
上
述
し
た
よ
う
に
、M

C
C

は
資
本
で
は
な
く
労
働
が
統
治
す
る
企
業
体
で
あ
る
。M

C
C

の
こ
の

よ
う
な
性
格
は
労
働
者
を
大
切
に
す
る
と
い
う
精
神
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
欧
州
市
場
で
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
と
は
い
え
、

M
C

C

は
い
か
に
し
て
希
有
な
協
同
組
合
大
企
業
に
な
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
秘
密
の
カ
ギ
は
次
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
。 

■
参
加
・
民
主
主
義
・
連
帯
の
シ
ス
テ
ム 

 

協
同
組
合
は
一
般
的
に
参
加
・
民
主
主
義
の
理
念
を
重
視
す
る
と
言

わ
れ
て
き
た
。M

C
C

も
同
様
で
あ
る
。
し
か
しM

C
C

で
は
こ
れ
と

同
列
に
「
連
帯
」
を
重
視
し
て
い
る
。
連
帯
に
よ
っ
て
投
資
や
失
業
な

ど
種
々
の
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せM

C
C

全
体
の
効
率
を
高
め
て
い
る
。

ま
た
連
帯
に
よ
っ
て
、
協
同
組
合
が
重
視
す
る
公
正
な
給
与
格
差
の
範

囲
（
後
出
）
を
維
持
し
、
雇
用
を
拡
大
・
維
持
し
、
途
上
国
の
協
同
組

合
を
支
援
す
る
な
ど
協
同
組
合
価
値
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
効
率
と
協
同
組
合
価
値
の
両
方
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
シ
ス
テ
ム
を
次
に
見
て
い
こ
う
。 

 

協
同
組
合
は
参
加
と
民
主
主
義
を
重
視
す
る
。
組
合
員
に
よ
る
所
有

へ
の
参
加
、
決
定
へ
の
参
加
、
利
益
へ
の
参
加
と
い
う
三
形
態
の
参
加

を
、
民
主
主
義
を
基
礎
に
し
て
制
度
的
に
実
現
す
る
。M

C
C

で
の
所

有
参
加
に
つ
い
て
は
上
述
し
た
よ
う
に
、
労
働
者
が
支
配
的
な
所
有
者

と
な
っ
て
い
る
。
決
定
へ
の
参
加
は
、M

C
C

全
体
の
組
合
員
総
会
へ

の
参
加
と
「
社
会
協
議
会
」
と
い
う
労
働
組
合
の
役
割
を
果
た
す
組
織

へ
の
参
加
と
に
別
れ
る
。M

C
C

全
体
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
組
合

員
総
会
は
、M

C
C

「
連
合
会
議
」
と
呼
ば
れ
、
全
協
同
組
合
か
ら
組
合

員
三
〇
人
ご
と
に
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
代
議
員
が
基
礎
に
な
っ
て

い
る
が
、
統
治
と
執
行
に
関
わ
る
二
つ
の
理
事
会
か
ら
自
動
的
に
送
ら

れ
る
代
表
も
含
ま
れ
て
い
る
。
連
合
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
最
大
で
六
五

〇
人
か
ら
な
り
一
人
一
票
の
民
主
主
義
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
民
主
主

義
を
基
礎
に
し
た
制
度
を
形
骸
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、M

C
C

で
は
協

同
組
合
の
規
模
は
通
常
は
五
〇
〇
人
未
満
に
制
限
し
て
い
る
。
し
か
し

製
造
業
で
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
無
視
で
き
な
い
た
め
に
例
外
が
あ

る
。
例
え
ば
家
庭
電
器
製
品
メ
ー
カ
ー
の
フ
ァ
ゴ
ー
ル
は
組
合
員
が
三

〇
〇
〇
人
い
る
。
最
後
の
利
益
分
配
へ
の
参
加
の
話
に
移
ろ
う
。
原
則

で
は
利
潤
の
三
〇
～
七
〇
％
の
範
囲
内
で
分
配
が
可
能
で
あ
り
、
例
え

ば
二
〇
〇
七
年
で
は
利
潤
の
五
一
・
八%

が
組
合
員
に
分
配
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
分
配
金
は
銀
行
で
あ
る
労
働
金
庫
を
経
て
投
資
に
回
る
よ

う
に
巧
妙
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
にM

C
C

で
は
参
加
制
度
三
形
態
の
ど
れ
に
つ
い
て
も
株

式
会
社
と
は
全
く
異
な
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が

労
働
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
通
じ
て
効
率
を
高
め
る
要
因
に
な
っ
て

い
る
と
と
も
に
株
式
会
社
に
は
な
い
協
同
組
合
価
値
を
実
現
し
て
い
る
。 

 

参
加
・
民
主
主
義
の
理
念
を
更
に
強
固
に
し
て
い
る
の
がM

C
C

に

お
け
る
連
帯
と
い
う
理
念
で
あ
る
。
例
え
ば
報
酬
に
お
け
る
連
帯
、
不

況
な
ど
の
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
う
連
帯
、
地
域
社
会
や
世
界
と
の
連
帯

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
制
度
・
シ
ス
テ
ム

がM
C

C

に
は
備
わ
っ
て
い
る
。 

ま
ず
報
酬
に
お
け
る
連
帯
は
連
帯
賃
金
と
も
呼
ば
れ
、
給
与
の
最
低

と
最
高
の
格
差
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
デ
ー
タ

で
はM

C
C

全
体
で
給
与
格
差
は
三
倍
以
内
と
い
う
の
が
支
配
的
で
あ

り
三
・
五
倍
を
超
え
る
給
与
は
全
体
の
三
％
し
か
な
い
２
）
。
米
国
で
の

五
〇
〇
倍
と
い
っ
た
報
酬
格
差
は
協
同
組
合
の
世
界
で
は
問
題
外
で
あ

る
が
、M

C
C

の
数
字
は
ま
さ
に
現
場
労
働
者
と
経
営
ト
ッ
プ
の
連
帯

を
示
し
て
い
る
。
協
同
組
合
間
で
も
給
与
格
差
の
原
則
が
あ
る
。
基
準

と
な
る
協
同
組
合
給
与
の
上
下
一
〇
％
以
内
に
す
べ
て
の
協
同
組
合
の

給
与
が
収
ま
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

次
に
リ
ス
ク
に
立
ち
向
か
う
連
帯
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
こ
れ
は
投

資
リ
ス
ク
や
不
況
リ
ス
ク
へ
の
対
処
方
法
で
あ
る
。
リ
ス
ク
へ
の
対
処

は
一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
や
協
同
組
合
の
み
で
行
う
の
で
な
く
、
協
同

組
合
グ
ル
ー
プ
や
連
合
体
全
体
で
取
り
組
む
と
い
う
連
帯
の
考
え
方
で

あ
る
。 

投
資
リ
ス
ク
は
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
協
同
組
合
や
協
同
組
合
銀

行
で
あ
る
労
働
金
庫
の
預
金
者
の
間
に
分
散
す
る
よ
う
に
多
様
化
さ
れ

て
い
る
。労
働
が
過
剰
に
な
っ
た
場
合
の
失
業
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
は
、

協
同
組
合
間
で
の
再
教
育
に
基
づ
く
職
場
の
配
置
転
換
が
あ
る
。
こ
れ
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に
取
り
組
む
の
は
社
会
保
障
協
同
組
合（
後
に
示
す
第
二
種
協
同
組
合
）

で
あ
る
ラ
グ
ン
・
ア
ロ
で
あ
る
。
配
置
転
換
に
よ
り
雇
用
の
安
定
に
取

り
組
む
考
え
方
は
、
か
つ
て
の
日
本
企
業
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
雇
用
シ

ス
テ
ム
を
思
わ
せ
る
。
事
実
、M

C
C

の
経
営
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で

の
日
本
的
経
営
に
非
常
に
似
て
い
る
。
日
本
企
業
に
お
け
る
終
身
雇
用

制
度
、
ボ
ー
ナ
ス
制
度
、
給
与
格
差
の
小
さ
さ
、
労
使
協
議
会
を
通
じ

て
の
経
営
参
加
、
持
ち
株
制
度
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
を
更
に
高
度
化
す
る

と
、M

C
C

の
シ
ス
テ
ム
に
近
く
な
る
。
英
国
社
会
学
者
ブ
ラ
ッ
ド
レ

ー
もM

C
C

は
日
本
企
業
と
よ
く
似
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
３
）
。 

最
後
に
、
地
域
社
会
や
世
界
と
連
帯
す
る
考
え
方
もM

C
C

の
経
営

原
則
の
一
部
で
あ
る
。
利
益
の
一
〇
％
を
基
金
と
し
て
教
育
そ
の
他
で

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
開
発
途
上
国
の
協
同
組
合
を
支
援

す
る
連
帯
の
考
え
方
で
は
、
ム
ン
ド
ゥ
キ
デ
と
い
う
財
団
を
一
九
九
九

年
に
設
立
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
の
諸
国
に
資
金
出

資
、
人
的
・
技
術
的
支
援
、
交
流
な
ど
の
形
で
進
め
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
なM

C
C

全
体
の
連
帯
に
基
づ
く
秩
序
は
、
協
同
組
合

間
で
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
契
約
と
い
う
契
約
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
契
約
を
交
わ
し
た
協
同
組
合
がM

C
C

の
メ
ン
バ

ー
と
な
る
。
連
合
体
メ
ン
バ
ー
と
な
る
限
り
は
連
帯
契
約
に
含
ま
れ
る

M
C

C

の
各
種
原
則
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
個
々
の
協
同
組

合
の
脱
退
は
自
由
で
あ
る
。
脱
退
す
れ
ば
銀
行
で
あ
る
労
働
金
庫
か
ら

の
支
援
や
連
帯
に
基
づ
く
メ
リ
ッ
ト
は
す
べ
て
失
わ
れ
る
。 

 

３ 

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
の
特
殊
性
と
一
般
性 

■ 

モ
デ
ル
の
模
倣
の
困
難
な
理
由 

一
九
九
一
年
に
名
称
がM

C
C

に
変
更
さ
れ
る
以
前
か
ら
モ
ン
ド
ラ

ゴ
ン
協
同
組
合
モ
デ
ル
は
、
効
率
的
で
か
つ
協
同
組
合
価
値
を
重
視
し

て
い
る
と
賞
賛
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
レ
ン
シ
ア
な
ど
で
模
倣
の
道
が

探
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
成
功
し
た
例
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
何

故
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
の
特
殊
性
と
一
般

性
の
問
題
と
関
係
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
長
い
議
論
の
歴
史
が
あ

る
。
筆
者
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
に
は
特
殊
性
も
一
般
性
も
共
に
あ
る
と
い

う
見
解
で
あ
る
。 

モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
は
、
あ
ま
り
に
完
璧
な
連
帯
の
シ
ス
テ
ム

を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
ワ
ン
パ
ッ
ク
で
の
採
用
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
意
味
で
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
八
〇
年
代
に
日
本
的
経

営
が
世
界
で
注
目
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
他
の
先
進
諸
国
が
ワ
ン
パ
ッ
ク

で
は
真
似
で
き
な
か
っ
た
の
と
似
て
い
る
。
特
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
提

案
制
度
な
ど
は
真
似
で
き
な
か
っ
た
。
同
様
の
特
殊
性
が
モ
ン
ド
ラ
ゴ

ン
協
同
組
合
シ
ス
テ
ム
を
広
め
る
時
の
困
難
さ
と
な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
は
ど
こ
で
も
通
用
す
る
一
般
性

も
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
連
合
体
の
シ
ス
テ

ム
は
、
経
済
学
で
い
う
効
率
条
件
を
満
た
す
制
度
の
集
合
で
あ
り
、
こ

れ
がM

C
C

を
し
て
協
同
組
合
大
企
業
に
成
長
さ
せ
ル
こ
と
を
可
能
に

し
た
。し
か
も
単
に
効
率
的
な
協
同
組
合
企
業
体
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

参
加
、
民
主
主
義
、
終
身
雇
用
、
連
帯
賃
金
、
労
働
に
よ
る
統
治
な
ど

の
協
同
組
合
価
値
も
同
時
に
実
現
す
る
点
で
も
優
れ
た
協
同
組
合
で
あ

る
。
こ
の
協
同
組
合
価
値
と
効
率
の
双
方
を
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
す
る

方
法
が
次
に
述
べ
る
「
連
帯
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
で
あ
る
４
）
。
連
帯
シ

ス
テ
ム
は
上
述
し
た「
ど
こ
で
も
通
用
す
る
一
般
性
」を
持
っ
て
い
る
。

以
下
こ
の
点
を
み
よ
う
。 

■
連
帯
シ
ス
テ
ム
の
形
成 

 

連
帯
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
れ
ば
、
協
同
組
合
価
値
の
実
現
だ
け
で
な

く
効
率
的
な
協
同
組
合
が
実
現
で
き
る
。
協
同
組
合
は
も
と
も
と
単
独

で
は
競
争
社
会
で
弱
い
存
在
で
あ
る
。
協
同
組
合
価
値
と
効
率
の
二
兎

を
追
い
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
協
同
組
合
世
界
は
進
化
し

て
こ
の
二
兎
を
追
い
か
け
、
両
方
と
も
捕
ま
え
る
こ
と
に
成
功
し
つ
つ

あ
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が
連
帯
シ
ス
テ
ム
の
形
成
で
あ
る
。
モ

ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
だ
け
で
な
く
イ
タ
リ
ア
協
同
組
合
も
こ
の
連
帯

シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
成
功
し
て
い
る
。
最
近
で
は
他
の
国
々
も
こ
こ

か
ら
学
習
し
つ
つ
あ
る
。 

連
帯
シ
ス
テ
ム
と
は
、
個
々
の
協
同
組
合
で
は
形
成
で
き
な
い
諸
制

度
を
協
同
組
合
が
連
帯
に
よ
っ
て
実
現
し
、
協
同
組
合
シ
ス
テ
ム
に
ま

で
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
イ
ン
フ
ラ
型
協
同
組
合
シ
ス
テ
ム
の

形
成
で
あ
る
。
通
常
の
協
同
組
合
と
は
異
な
り
、
個
人
組
合
員
に
加
え

て
協
同
組
合
を
も
組
合
員
と
す
る
協
同
組
合
制
度
で
あ
る
。
第
二
種
協

同
組
合
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
協
同
組
合
は
、
協
同
組
合
全

体
に
イ
ン
フ
ラ
的
役
割
を
果
た
し
コ
ス
ト
引
き
下
げ
を
可
能
に
す
る
。

例
え
ば
銀
行
、
技
術
開
発
研
究
所
、
教
育
な
ど
の
分
野
の
協
同
組
合
が

こ
れ
に
あ
た
る
。 

第
二
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
形
成
で
あ
る
。
モ

ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
で
は
家
電
製
品
を
生
産
す
る
フ
ァ
ゴ
ー
ル
が
典

型
的
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
で
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー

プ
形
成
が
あ
り
、
流
通
、
建
設
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
等
の
分
野
で
実
現

さ
れ
て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
形
成
に
よ
り
効
率
の
み
な
ら
ず
協
同
組
合
価

値
の
実
現
も
可
能
に
な
る
。 

第
三
は
長
期
発
展
を
可
能
に
す
る
資
金
調
達
制
度
で
、
不
分
割
準
備

金
制
度
や
協
同
組
合
設
立
フ
ァ
ン
ド
（
共
に
イ
タ
リ
ア
で
法
制
化
）
の

形
成
な
ど
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
協

同
組
合
が
お
互
い
に
連
帯
す
る
こ
と
な
し
で
は
実
現
不
可
能
で
あ
る
。 

効
率
を
高
め
る
制
度
を
シ
ス
テ
ム
に
ま
で
高
め
る
と
と
も
に
、
参

加
・
民
主
主
義
や
公
正
な
報
酬
格
差
な
ど
の
協
同
組
合
価
値
も
連
帯
に

よ
っ
て
実
現
す
る
の
が
連
帯
シ
ス
テ
ム
の
神
髄
で
あ
る
。
労
働
を
大
切

に
す
る
と
い
う
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
の
理
念
は
、
労
働
者
協
同
組

合
を
基
礎
に
置
く
こ
と
に
現
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
勤
労
学
生

協
同
組
合
ア
レ
コ
ー
プ
（1

9
6
6

年
設
立
）
で
、
貧
し
い
者
に
働
き
な
が
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ら
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
協
同
組
合
で
の
労
働
と
学
校
で
の
教
育

を
統
合
し
た
例
や
、
こ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
大
学
で

も
同
様
の
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

３ 

ス
ペ
イ
ン
危
機
と
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合 

 
M

C
C

の
本
拠
地
は
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
地
方
に
位
置
す
る
。
米
国

発
の
金
融
危
機
は
ユ
ー
ロ
危
機
を
も
た
ら
し
、
ギ
リ
シ
ャ
に
次
い
で
ス

ペ
イ
ン
も
深
刻
な
経
済
危
機
を
迎
え
て
い
る
。平
均
失
業
率
は
二
四
％
、

若
者
の
失
業
率
は
五
〇
％
を
超
え
た
。
ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ
ン
は
す
で

に
大
恐
慌
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
でM

C
C

は
ど
う

な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

経
済
が
落
ち
込
ん
で
い
く
中
で
協
同
組
合
だ
け
が
安
泰
で
あ
る
わ
け

は
な
い
。
投
資
や
消
費
が
減
少
し
事
業
高
は
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し

か
しM

C
C

は
石
油
危
機
の
時
代
か
ら
不
況
に
対
処
す
る
体
力
と
多
く

の
手
段
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
代
初
期
の
対
応
策
を
見
て
み
よ

う
。
今
回
も
同
様
の
手
段
を
利
用
し
て
い
る
。 

 

一
九
八
〇
～
八
五
年
に
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
に
よ
る
経
済

不
況
が
世
界
を
襲
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
の
失
業
率
は
二
〇
％
を
超
え
、

協
同
組
合
の
経
営
も
厳
し
い
状
況
に
晒
さ
れ
た
。
七
〇
年
代
初
期
に
協

同
組
合
全
体
で
一
〇
％
ほ
ど
で
あ
っ
た
利
益
率
が
一
九
八
〇
年
に
は
マ

イ
ナ
ス
に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
の
時
期
に
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
シ
ス
テ
ム
の

再
検
討
を
行
い
、
次
の
よ
う
な
さ
ら
に
進
化
し
た
連
帯
に
よ
る
不
況
へ

の
対
処
方
法
を
見
い
だ
し
た
。不
況
対
策
の
手
段
は
次
の
五
つ
で
あ
る
。 

第
一
は
利
潤
の
資
本
化
で
あ
る
。
毎
年
の
利
潤
の
一
〇
％
は
地
域
社

会
へ
の
貢
献
の
た
め
の
基
金
に
向
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
組
合
員

の
分
配
金
と
と
も
に
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
銀
行
部
門
を
通
じ
て
投
資
資
金

に
向
け
ら
れ
資
本
を
形
成
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
協
同
組
合
間
で
利

潤
を
プ
ー
ル
す
る
仕
組
み
が
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
競
争
力
強
化
や
不
況
に

耐
え
る
強
み
を
形
成
し
て
い
る
。 

不
況
対
策
の
第
二
は
、
経
済
状
況
に
応
じ
て
調
整
す
る
伸
縮
的
労
働

時
間
で
あ
る
。
年
間
労
働
時
間
は1

年
間
の
前
半
と
後
半
に
わ
け
、
前

半
の
超
過
ま
た
は
不
足
は
後
半
で
相
殺
し
、
相
殺
で
き
な
い
部
分
は
最

後
に
金
銭
的
処
理
の
方
法
を
と
る
。 

第
三
は
、
前
述
し
た
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
配
置
転
換
の
仕

組
み
で
あ
る
。組
合
員
の
雇
用
に
つ
い
て
過
剰
問
題
が
生
じ
た
と
き
は
、

協
同
組
合
間
で
の
配
置
転
換
に
よ
り
失
業
者
を
出
さ
な
い
工
夫
を
す
る
。

グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
協
同
組
合
や
社
会
保
障
協
同
組
合
ラ
グ
ン
・
ア

ロ
な
ど
が
配
置
転
換
・
再
訓
練
、
早
期
退
職
、 

失
業
手
当
な
ど
に
つ
い

て
責
任
を
持
ち
、
財
源
を
負
担
し
あ
い
、
失
業
さ
せ
な
い
。 

第
四
は
、
前
述
し
た
報
酬
政
策
で
あ
る
。
協
同
組
合
の
経
営
状
況
と

組
合
員
へ
の
報
酬
政
策
は
連
結
し
て
お
り
、
不
況
に
お
い
て
は
状
況
に

応
じ
て
賃
金
は
平
均
以
下
の
レ
ベ
ル
に
下
げ
ら
れ
る
。 

第
五
は
、
財
務
改
革
で
あ
る
。
不
況
に
よ
り
赤
字
が
資
本
の
低
下
を

伴
う
場
合
に
は
、
労
働
者
が
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
資
本
の
減
少
を
相
殺

す
る
場
合
も
あ
る
。
労
働
金
庫
は
そ
の
場
合
に
は
利
子
の
軽
減
や
免
除

を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
負
債
の
元
本
免
除
も
検
討
す
る
。
労
働
者

協
同
組
合
で
は
労
働
者
組
合
員
は
組
合
の
所
有
者
で
あ
り
、
一
方
で
利

潤
へ
の
分
配
参
加
が
あ
る
が
、
他
方
で
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
負
担
す
る

と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
協
同
組
合
で

は
連
帯
に
よ
る
利
益
と
犠
牲
の
分
か
ち
合
い
が
基
本
に
あ
る
が
、
こ
れ

を
効
果
的
な
不
況
対
策
に
結
び
つ
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

 ５
）
日
本
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か 

 

日
本
の
協
同
組
合
も
連
帯
を
基
礎
に
し
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め
ざ

せ
ば
、
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
や
イ
タ
リ
ア
協
同
組
合
の
よ
う
な
存

在
感
の
あ
る
協
同
組
合
社
会
を
形
成
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム

は
模
倣
す
る
の
で
な
く
日
本
な
り
の
連
帯
シ
ス
テ
ム
を
創
造
す
れ
ば
い

い
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
八
〇
年
代
ま
で
の
日
本
的
経
営
の

企
業
グ
ル
ー
プ
と
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
は
よ
く
似
て
い

る
。
日
本
企
業
は
協
同
組
合
の
よ
う
だ
と
言
わ
れ
て
き
た
の
は
、
日
本

企
業
が
欧
米
型
企
業
と
は
全
く
異
な
る
理
念
や
価
値
観
を
も
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
連
帯
の
精
神
を
も
つ
日
本
人
こ
そ
理
想
の
協
同

組
合
社
会
を
形
成
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
日
本
の
協
同
組
合
の
問
題
点
は
、
連
帯
と
い
う
視
点
か
ら
ほ

ど
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
協
同
組
合
以
外
の
非
営
利
組
織
と
の
連
帯
は

進
ん
で
い
な
い
。
産
業
別
の
連
合
会
は
あ
る
が
こ
れ
ら
を
統
合
す
る
全

国
協
同
組
合
連
合
会
が
な
い
。
第
二
種
協
同
組
合
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
。
生
協
で
は
事
業
連
帯
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
弱
い
段

階
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
招
い
て
き
た
原
因
と
し
て
は
、
産
業

別
協
同
組
合
と
事
業
活
動
の
県
域
制
限
と
い
う
法
律
の
影
響
が
大
き
い
。 

協
同
組
合
の
目
的
は
協
同
組
合
価
値
の
実
現
で
あ
る
。
欧
州
・
社
会

的
経
済
の
目
的
も
人
間
を
大
切
に
す
る
社
会
の
実
現
で
あ
る
。し
か
し
、

協
同
組
合
価
値
と
効
率
の
バ
ラ
ン
ス
も
重
要
で
あ
る
。
効
率
を
軽
視
し

す
ぎ
る
と
、
競
争
社
会
で
は
不
利
な
状
況
を
形
成
し
衰
退
を
招
き
か
ね

な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
現
代
社
会
の
矛
盾
と
危
機
的
状
況

を
超
え
て
新
た
な
社
会
を
築
く
た
め
に
も
、
協
同
組
合
社
会
は
存
在
感

を
強
め
進
化
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
た
め
に
は
連
帯
の
役
割
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
実
現
可
能
な
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
イ
タ
リ
ア
の
生
協
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
コ
ー
プ
イ
タ
リ
ア
は
、
九
つ
の
生
協
が
自
立
し
つ
つ
も
仕
入

れ
・
開
発
・
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
み
を
統
合
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

を
形
成
し
、
私
企
業
も
加
え
て
共
同
の
仕
入
れ
機
構
を
形
成
し
二
兆
円

企
業
と
な
っ
た
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
は
ダ
ン
ト
ツ
の1

位
（
一
七
～

一
八
％
）
で
あ
る
。
消
費
者
の
信
頼
も
厚
い
。
こ
の
例
の
よ
う
に
自
立

と
連
帯
の
調
和
は
可
能
で
あ
り
協
同
組
合
価
値
と
効
率
の
両
立
も
可
能

で
あ
る
。 
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現
代
資
本
主
義
の
矛
盾
と
危
機
を
克
服
す
る
に
は
、
競
争
シ
ス
テ
ム

を
中
心
と
し
た
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
日
本

型
社
会
的
経
済
へ
の
道
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

注 １
）
欧
州
の
社
会
的
経
済
に
つ
い
て
は
拙
著
『
社
会
変
革
の
協
同
組
合

と
連
帯
シ
ス
テ
ム
』（
晃
洋
書
房
二
〇
一
二
年
）
第
一
章
を
参
照
。 

２
）
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
『
そ
れ
は
「
学
習
」
か
ら
は
じ
ま
っ

た
：
入
門
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
』（
二
〇
一
一
年
）
三
〇
頁
参

照
。 
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を
参
照
。 

４
）
連
帯
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
第
八
章
を
参
照
。 


